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定尺計算「する」の時の集計表の数量の違い

計算条件設定で、定尺計算「する」の時と、「しない」の時の集計表の数量の違いと、
「する」の時でも、通常の集計表と、定尺の集計表との数量の違いを
説明します。
（階別集計表も同様の仕様となります）

1. 定尺計算「する」の時と、「しない」の時で、部位別集計表や階別集計表の数量が異なる理由

① 定尺計算「しない」の時

1)計算書に以下のように出力された時

１階
D10　25.44ｍ

２階
D10　25.44ｍ

３階
D10　25.44ｍ

「する」と「しない」でこれらの帳
票の数量が変わる
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２）部位階別集計表に各階の合計長さに単位重量を乗じてtonに換算します。

25.44×0.560÷1000＝0.0142464→0.01

３）部位別集計表では、各部位ごとに、この合計の値が出力されます。
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② 定尺計算「する」の時

１）計算書で鉄筋の実長が、以下のように計算条件設定の「定尺換算設定」に基づき、丸められます。
（下記例では、実長が5.0ｍ以下なので、0.25ｍ単位に丸められる。）

１階
D10　32.50ｍ

１階
D10　32.50ｍ

１階
D10　32.50ｍ

２）部位階別集計表に各階の合計長さに単位重量を乗じてtonに換算します。

32.50×0.560÷1000＝0.0182→0.02

３）部位別集計表では、各部位ごとに、この合計の値が出力されます。
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2. 定尺計算「する」の時で、下記右下の部位別集計表の数量について説明します。

こちらは、「定尺集計表」から数量を積み上げて集計表を作成します。

① 計算書が以下のような時、「定尺集計表」は以下のようになります。

（計算書）
1.25 → 3.00m 1本
6.75 → 3.00m 3本
6.75 → 3.00m 3本
4.50 → 3.00m ２本
1.25 → 3.00m 1本 3.00m 16本
0.75 → 3.00m 1本
3.00 → 3.00m 1本
6.00 → 3.00m ２本
1.25 → 3.00m 1本
1.00 → 3.00m 1本

（定尺集計表）
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② 部位階別集計表に各階のkg数をtonに換算します。

26.88÷1000＝0.02688→0.03

③ 部位別集計表では、各部位ごとに、この合計の値が出力されます。
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